
１．男女共同参画社会って何？  （ジェンダー：社会・文化的に作られた「性別による役割せやイメージ」） 

・真の意味での「適材適所」な社会  性別に縛られず、一人ひとりが、本当に自分が望む適材適所での

活躍を実現していく社会 

・今までの「性別役割分業」型社会から、「男女共同参画」型社会、「ジェンダー平等」型社会へ、社会全体

の作り替え → だから社会を挙げた取組が必要 

・男女の「形式的平等」から「実質的」平等（ジェンダー平等）へ、「公平性」、「公正」がカギ 

２．性別役割分業社会とは？  

・性別役割分業（男は仕事、女は家庭）とぃう典型的なジェンダーが支配する社会 → 自分の中にある

「アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）」への気づきの大切さ 

３．性別役割分業（ジェンダー）の何が問題なのか？  

・怖いのは、「自分で決めたことだから」と思い込ませるアンコンシャス・バイアスの目に見えない呪縛 

・男性も、ジェンダーによる縛りや抑圧は深刻 → 若年世代男性～ジェンダーに縛られないワーク・ライ

フ・バランス志向に意識変化、にも関わらず大きい仕事の負荷による矛盾 

４．ジェンダー平等社会の実現は、なぜ緊急課題なのか？ 

・予想以上のスピードで進む少子化 子育て問題以前に、未婚化、「結婚のリスク化による諦め」という課

題に本気でどう取り組むかが問われる時代、 若年世代で進行する男女間、女性内の経済格差の拡大に

より、結婚以前に恋愛市場から若者の撤退 

・少子化対策の切り札こそ、男女共同参画 →男女間、女性内の賃金格差（正規・非正規）の解消が必要 

５．これからの男女共同参画、ジェンダー平等の方向性は？ 

・「今までの男性並みに女性を働かせる」社会ではなく、「今までの女性のように、男性が生活を大切にす

る」社会、「男女がともに、生活を基盤に、仕事でも活躍できる社会」こそ本質。（やはり基本は、性別を問

わず人間として尊厳のある生活） 

６．男女共同参画、ジェンダー平等を妨げるもの？ 

・いまだに根強い性別役割分業意識（男は仕事、女は家庭）（根本問題）  最近は、「新・性別役割分業」 

＝「男性はもっと仕事、女性は、家事・育児プラス仕事」 →男女ともまだまだ呪縛 

・女性が実際に本来の力を発揮して活躍できる場の乏しさ →原因をすぐ女性自身の意欲のなさと決め

るつける固定概念、もっと原因を掘り下げようとしない認識の浅さ、女性活躍のためには学習、経験の機

会づくりがセットで必要いう観点の乏しさ（女性活躍のための３K＝期待して、機会を与えて、鍛える） 

・男性たちの誤解 男性こそ自分事、今後は「男性中心型雇用慣行、男性稼ぎ主モデル」社会の変革こそ

がカギになる 

７．男女共同参画社会をめざして 

 ・男女共同参画社会は、あらゆる人間の人権を大切にする社会そのもの 

・身近な世界から社会全体へ少しずつ 自分自身の中の「アンコンシャス・バイアス」に気づき、できること

から少しずつ変えていく 

2026年 6月 12日 鈴木真人 一般質問資料 資料１ 

引用：2025年 9月 6日 第 12回はままつ女性カレッジ公開講座 

  講義 「自分らしく輝ける社会って？ 男女共同参画ってなんだろう」 

静岡県立大学 男女共同参画推進センター長 国際関係学部 教授 犬塚恭太  

（浜松市男女共同参画審議会会長） 
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                                          【豊岡市】マンガで考えよう！ジェンダーギャップ 

第１話「変わる！変える！ジェンダー意識をアップデート！」 

 

作：かんべ みのり 

admin
テキストボックス

admin
タイプライターテキスト
資料　４ 

admin
タイプライターテキスト
 

admin
テキストボックス
 

admin
タイプライターテキスト
出典：豊岡市HP 

admin
タイプライターテキスト
 



?!

ムリせず二人で !　

まんが&デザイン かんべみのり

多様性推進・ジェンダーギャップ対策課
       0796-21-9004　     
　　 w-innv@city.toyooka.lg.jp

家事　　育児
コミュニケーションシート

豊 岡 流

ラク

専門家からのアドバイス

お役立ち情報

専門家からのアドバイス

お役立ち情報

お問合せ先

とよおか子ども情報 すくすくタウン　    city.toyooka.lg.jp/kosodate
出産・子育て応援給付金、不妊治療費の助成、出産前後の支援サービス、乳幼児健診、
保育所情報など、子育てに関する情報が詰まっています。
どこに相談したら良いかわからない時にお役に立ちます。
冊子が必要な方は「子育て支援ガイドブック」をご利用ください。
母子健康手帳交付時や転入時にお渡ししています。

くらしの手続きガイド　　　　　　 ttzk.graffer.jp/city-toyooka
質問に答えるだけで、結婚・出生・転居などのライフイベントで必要な手続きが洗い出し
できます。
市役所で必要な手続きは何階の何番窓口か、オンライン申請可能か、勤務先で必要な手続
きは何か、一目でわかります。
結果はＬＩＮＥで共有もできますので、手続きのシェアにもお役に立ちます。

妻が入院した時、家事ができなくて困りました。

コンボとマネジメントの視点を。

定年退職するまで、炊事や洗濯、育児は、すべて妻任せ
でした。定年後、妻が 5日間入院することになり、洗濯
機や炊飯器、その他の使用方法を入院先から教えてもら
いました。
娘が結婚する時も、娘は妻には詳しく相談していました
が、私には全て決めてからの事後報告でした。子どもや
孫たちには同じような思いをしてほしくないと思います。

豊岡市在住　Aさん（77歳・男性）

家事・育児１つひとつは大したことなくても、同時多発的なコンボに留
意したいです。家事・育児の全体シェアだけでなく、得意不得意はあっ
ても出来ない家事・育児を無くし、夫婦どちらもワンオペ力を最低限備
えること。さらに、夫婦どちらも家庭内マネジメントや司令塔も務めら
れると、どんなトラブルも楽にこなせる家族に進化するでしょう。

株式会社日本ギャップ解決研究所 所長　塚越学さん

若い頃
からの

家事

ホント
に

大事だ
よ…

若い頃
からの

家事

ホント
に

大事だ
よ…

https://city.toyooka.lg.jp/kurashi/1007000/1008845/1019240/1028521.html
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モヤモヤしていることを話し合おう

感謝していることを伝えよう
自分のことをほめてあげよう

食事は加工食品や冷凍ではなく、できるだけ手料理で素材にもこだわりたいな。
掃除は毎日してきれいな家で過ごしたいな。

ラクできること、ヤメられることを話し合おう

今日から変わる！「ラク家事宣言」をしてみましょう。２人で１つの宣言でも、それぞれが宣言してもOKです。

話し合いをしてみて、納得度は
変わりましたか。
話し合いをしてみて、納得度は
変わりましたか。

感謝していること感謝していること感謝していること感謝していること感謝していること 大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと大切にしたいこと

モヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていることモヤモヤしていること ラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられることラクできること、ヤメられること

感謝していること 大切にしたいこと

モヤモヤしていること ラクできること、ヤメられること

ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言ラク家事宣言

なぜコミュニケーションが必要か

ルール

コミュニケーションの進め方

市では、家事や育児の役割についてアンケート調査を
行いました。結果、男性の８割は現状の役割で良いと
考えているのに対し、女性の５割はもっと夫が担うべ
きと考えており、お互いにコミュニケーションが必要
であることがわかりました。

未来のために、家族のために、ラクをして良いという
視点でライフスタイルについて考えてみましょう。

・パートナーの意見を最後まで傾聴しましょう
・パートナーの意見を尊重し、共感しましょう
・他人の家と比較せず、
  我が家のコトを話合いましょう

① このシートは１枚を共有します。
② 別冊「わたしの１日の過ごし方」を使って、現状 
   を把握します。
③ わたしの１日の納得度（Now）を記入します。
④ 右ページの４つのことを話し合います。
⑤ 今日から変わる！ラク家事宣言をします。
⑥ 話し合いが終わったら納得度（After）を記入します。

大切にしたいこと、優先順位を話し合おう

例

毎日の掃除はコードレス掃除機で簡単に済ませよう。
洗濯物をたたまずハンガーのまましまえないかな。

例

例

例

100点 100点

わたしの1日の

得
度 得度 後現状

After

Now

毎日おいしい食事を作ってくれてありがとう。
毎日洗濯してくれてありがとう。

自分の時間が少しでもほしいな。
園や学校のことをもう少しシェアできるといいな。

100点 100点

もっと夫が
担うべき

現状でよい

47.9%

75.3%

もっと夫が
担うべき

現状でよい

もっと夫が
担うべき

もっと妻が
担うべき

適当かどうかは
わからないが
このままでよい

適当だと思う

47.9%

75.3%
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食事食事 掃除掃除

整理整頓整理整頓
ごみ捨てごみ捨て

お風呂お風呂

雑用・不定期なもの雑用・不定期なもの

食事の片付け食事の片付け

買い出し買い出し

洗濯洗濯

わたしの 1日の過ごし方
右ページのリストを参考に 1日の過ごし方を書き出してみましょう 主な家事・育児リスト

平日 休日
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8
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12
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14

15
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17

18

19

20

21

22

23

24

献立を決めて買い物をする
テーブルを拭く
お米を研ぐ
料理する
料理の作り置きをする
盛り付けする
食器や箸を並べる
配膳する
お茶をわかす
弁当を作る

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□

食器をシンクに持っていく
残り物を片付ける
食器を洗う（食洗機にかける）
食器を拭く（乾燥機にかける）
シンクを洗う、拭く
食器・調理器具をしまう
まな板除菌・漂白
包丁を研ぐ
排水口のごみを捨てる

□
□
□
□

□
□
□

□
□
□

□
□
□
□

□
□
□
□

□
□

□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□

洗濯物のポケットの中などを確認する
洗濯機を回す
洗濯物を干す
洗濯物を取り込む
洗濯物をたたむ
洗濯物を分類する・しまう
フィルターのホコリを取る

□
□
□
□
□

離乳食、幼児食、ミルクを作る
食べさせる、授乳、ミルクをあげる
食べこぼしの掃除
食器、哺乳瓶の消毒
水筒を洗う

洗濯物の消毒、予洗い
ポケットの中を確認
こども服の洗濯
体操服を洗う

おもちゃの除菌
部屋の掃除

部屋の整理整頓
おもちゃの片付け
テストやプリントの管理

□
□
□
□
□
□
□
□
□

起こす
顔を洗う、きれいに拭く
手を洗わせる
おむつ替え、トイレに連れていく
着替え・身支度・持ち物準備
水筒にお茶を入れる
薬を飲ませる
爪を切る・耳掃除をする
はみがき

1
2
3
4

お風呂に入れる
体を拭く・髪を乾かす
パジャマを着せる
水分補給

絵本の読み聞かせ
寝かしつける
布団をかけなおす
夜泣き対応

遊ぶ
グズリ対応
スマホ・ゲームの管理

園・学校の送迎
連絡帳・アプリを見る・書く
給食袋、体操着などの準備
行事ごとの持ち物把握
習い事の送迎
勉強を見る
交友の把握・管理

写真の整理保管
靴を洗う
持ち物に記名する
病院に連れていく
予防接種や健診を予約する
予防接種や健診に連れていく
服のサイズチェック・処分
持ち物の裁縫をする
ボタンをつけなおす
園・学校の呼び出しに対応する
習い事に参加
行事に参加
学校のPTA活動に参加
保護者会に参加

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

窓を拭く
玄関
お風呂場
トイレ
キッチン
洗面所・洗濯場
ベランダや庭
タオルを取り替える
換気扇
排水溝を洗う
家中を掃除機・モップかけ
壁・床・棚の拭き掃除
アイロンがけ

□
□
□
□
□
□
□
□
□

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
131

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7

1
2
3
4

1
2
3
4

1
2
3
4

1
2

1
2
3　

1
2
3　

1
2
3　

1
2　

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7

1
2
3
4
5 

電気を消して回る
出しっ放しのものをしまう
買い出ししたものをしまう
玄関の整理整頓
ベッドや布団を整える
郵便物の仕分け・整理
新聞や雑誌を片付ける
ティッシュ・トイレットペーパーの交換
カーテンを開ける、閉める

□
□
浴槽を洗う
お風呂を入れる、わかす

□
□
□

日用品の購入・補充
調味料などの補充
宅配サービスを注文する

□
□
□
□

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

分別する
集める
袋を交換する
ごみステーションに出す

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

家族のスケジュール管理
レジャーの予定を立てる
親戚と連絡をとる
家計簿をつける
通帳記帳や資産運用をする
公共料金を支払う
米・ビールの補充
植物の水やり
加湿器に水を入れ除湿器に水を入れる
靴を磨く
洗車する
ガソリンを入れる
夏用・冬用タイヤを交換する
灯油の購入、補充
雪かき
クリーニングに出す、取りに行く
衣替えをする
お中元、お歳暮、お供え等の手配
役所に書類を提出する
電球を取り換える
家電を選定・購入・設置する
家電の修理をする・依頼する
新聞をまとめて捨てる
段ボールをつぶして捨てる
地域の集会などに参加する
地域の日役（清掃・草刈り等）に参加する
精米する

食事・食事の片付け食事・食事の片付け

掃除掃除 園・学校園・学校

整理整頓整理整頓

お風呂お風呂 こどもの雑用・不定期なものこどもの雑用・不定期なもの

寝かしつけ寝かしつけ

遊ぶ遊ぶ

洗濯洗濯

こどもの身支度こどもの身支度

育児

A D

E

F

G

H

I

B

C

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

ち

ぬ

り

時 時

食器・調理器具をしまう

排水口のごみを捨てる

買い出ししたものをしまう

ベッドや布団を整える
郵便物の仕分け・整理
新聞や雑誌を片付ける

トの中などを確認する

洗濯物を分類する・しまう

ごみステーションに出す

通帳記帳や資産運用をする

をあ

食器、哺乳瓶の消毒

ポケットの中を確認

爪を切る・耳掃除をする

体を拭く・髪を乾かす

料理の作り置きをする
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取組の
方向性

子供たちの健やかな成長を願うパートナーである保護者・地域との信頼関係構築
に向けて取り組むとともに、社会通念上許容される範囲を超える行為等に対する
組織としての対応力を強化します。

取組 内容 対象／分類

①浜松市カスタマー
ハラスメント対策基
本方針に基づいた対
応

市の基本方針を踏まえ、学校で起こり得る社会通念上
許容される範囲を超える行為等(※)に対する対応を整
理し、周知徹底を図ります。

小・中・高

②スクールロイヤー
の配置

学校が抱える問題やトラブルの初期対応段階において
法律相談を実施することにより、学校がとるべき適切
な対応について助言等を行います。
教職員を対象とした講義や研修により、危機管理能力
や法的思考力の向上を図ります。

小・中・高

③学校問題解決に向
けた体制強化

弁護士が学校を支える専門家の一員として、保護者対
応時の同席や学校の代理人として直接保護者等と交渉
を行う、スクールアトーニーの配置を検討します。
学校で発生する様々な問題に対して迅速かつ適切に対
応するため、学校問題解決支援コーディネーターの配
置を検討します。

小・中・高

④学校電話機への通
話録音、非通知拒否
機能等の追加

非通知電話による苦情やいたずら等の抑止を図るた
め、学校電話へ非通知拒否機能、通話録音機能を追加
し、教職員の心理的安全性を確保します。

小・中・高

(３)学校・教職員への過剰な要求への対応強化

※ 学校で起こり得る社会通念上許容される範囲を超える行為等

≪社会通念上許容される範囲を超える行為例≫
教育活動に対する過剰な干渉や要求

（授業内容、宿題の量、座席等）
怒鳴り声、侮辱的な発言、人格否定
物を投げる、机をたたく、蹴る
業務に支障が生じるような長時間の居座り
度重なる電話、頻繁な来校
多項目に及ぶ質問への回答要求
学校内や教職員の容姿の無断撮影
インターネット上への投稿、名誉棄損

≪合理性を欠く不当・過剰な要求例≫
土下座の要求
過度な謝罪の要求 (謝罪文の提出、読み上げ)
成績に関する不当な要求
担任の変更、異動、辞任の要求
公平性を著しく欠いた、特別扱いの要求
教職員個人への損害賠償や慰謝料の要求

など
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〈新規〉

〈新規〉

〈拡充〉
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	第１章  計画の概要
	１　策定の背景
	　教職員が担う業務はかつてないほど多様化、複雑化しており、教職員の長時間労働が課題となっています。こうした状況から、平成31年１月の中央教育審議会答申(※１)や３月の文部科学事務次官通知(※２)において、学校における働き方改革に関する取り組むべき方策が示され、必要となる取組の徹底が求められました。 　本市では、平成29年度から、学校における働き方改革に関する推進部会を設置して教職員の負担軽減に向けた協議を開始し、平成30年３月に「今できることは直ちにやる」という認識のもと、「学校における働き方改革のための業務改善方針」(以下「業務改善方針」という。)を策定し、時間外在校等時間の削減や心身の健康の維持、教職員の意識改革に取り組んできました。 　そして、令和７年６月「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」等の改正、９月には「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関する指針」が改正され、教職員の時間管理と健康確保が法的義務へ強化されました。 　本計画は、こうした国の動きや本市のこれまでの取組成果・課題を踏まえ、現在の業務改善方針を見直し、学校における働き方改革に関する取組をさらに推進するため策定するものです。

	２　計画の目的
	　教職員一人一人のライフ・ワーク・バランスの充実と、教職員が心身ともに健康的に教育活動に従事できる環境を整えることで、子供たちの健やかな成長に向けて教育の質の向上を図るとともに、子供たちや子供の成長を支える全ての人たちにとって「価値ある学校」の創造を目指します。

	３　計画の位置付け
	　本計画は、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法第８条に基づく「教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」であるとともに、第４次浜松市教育総合計画における施策３「教職員がいきいきと働ける環境の整備」の具体的な取組を示すものです。

	４　計画の期間
	　令和８年度から令和11年度まで(４年間)

	５　計画の対象
	　浜松市の市立小中学校、高等学校の教職員を対象としています。

	６　計画のマネジメント
	・本計画の取組状況や目標の達成状況等を踏まえ、有識者等の意見を参考にしながら評価・ 　検証を行い、必要に応じて見直しを図るなど、次年度以降の取組推進につなげます。 ・取組を着実に実行するため、時間外在校等時間の状況等を把握し、毎年度、市のホーム　 　ページで公表するとともに、総合教育会議において報告します。
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	第２章 これまでの主な取組と本市の現状
	　本市では、業務改善方針に基づき、取組を推進してきました。ここでは、令和２年度から令和７年度までの主な取組と成果、本市の現状を示します。
	１　これまでの主な取組
	システムを活用した 出退勤管理
	時間外の電話に対する 自動音声対応の実施
	学校と保護者間の 連絡アプリの導入
	学校給食費の公会計化
	学校開放事業の スマート化
	はままつ式 30人学級編制の実施
	長期休業期間における 学校閉庁日の実施
	コミュニティ・スクールの全校導入
	スクールロイヤーによる 法的相談体制の強化
	（R6:SC 65人、SSW 20人)

	SCやSSWの配置 各種支援員の配置
	部活動指導員の配置
	校務アシスタントの配置
	⇒ 市立小中学校・高校に配 　 置、教職員の業務負担を   　 軽減し、子供と向き合う 　 時間や教材研究・授業準 　 備の時間を確保  　 (R6:165人) 　
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	２　本市の現状
	(１)業務改善方針の指標から見る教職員の働き方の現状


	①時間外在校等時間の削減
	原則　月45時間以内・年360時間以内
	※R3以前の数値がないためR6-R4で算出
	※R3以前の数値がないためR6-R4で算出


	小中ともに減少傾向にあるものの目標には届いていない。
	②心身の健康の維持
	・ストレスチェック受検率　100％  ・総合健康リスク　80未満  ・高ストレス者の割合　5.0％未満

	コロナ禍以降、高ストレス者の割合が増加傾向。
	③タイムマネジメントを意識した働き方の実施
	「教職員への意識調査」の設問 「時間の使い方を意識した働き方に努めている」に  肯定的な回答をした教職員の割合　100％

	教職員の意識は、ほぼ横ばいの状況。
	(２)教職員の業務に対する負担感や働きがいについて
	　令和７年に改正された「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関する指針」(以下「指針」という。)では、「教育職員の働きやすさと働きがいの両立」、「事務職員及び支援スタッフその他の学校における教師以外の担い手の積極的な参画」が求められています。 　これを踏まえ、本市の教員と学校事務職員へ業務に対する負担感や働きがいに関するアンケート調査を実施しました。

	①教員（校長、教頭、主幹・教務主任・教諭・養護教諭・栄養教諭） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《令和７年８月実施》
	【負担が大きく、働きがいを感じにくい業務】
	（１）学校運営・施設管理に関する業務
	（２）生徒指導・健康安全に関する業務
	（３）教育課程・学習指導に関する業務
	（４）連絡や調整、広報に関する業務
	やること

	・多岐にわたる業務に追われ時間的な余裕がないため、多くの業務に負担を 　感じている。
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	②学校事務職員　《令和７年12月実施》
	【負担に感じる業務】
	（１）学校事務センターで集中処理する職務
	年末調整事務
	諸手当確認
	会計年度任用職員の報酬の計算及び支給
	学年会計の管理
	教科書事務
	（２）各学校の事務職員が担当する職務
	学校徴収金
	物品管理
	人事服務：服務関係事務
	（３）教員と協働して担当する業務

	・学校事務に加え電話や来客対応等、一人で多様な業務を担っている。 ・会計処理や服務関係事務等、正確性を求められる業務が多く、短期間で 　処理しなければならない業務に負担を感じている。 ・特に学校徴収金の滞納対応には、心理的な負担を感じている。
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	３　３つの柱に基づく56の取組
	取組の分類：４つのＳ
	見直し・効率化
	DX・デジタル化
	人材活用・環境整備
	時間管理・意識改革



	Ⅰ　教職員が働きがいと働きやすさを感じる学校づくり
	(１)家庭・地域への理解促進
	取組の 方向性
	学校における働き方改革をさらに推進するため、教職員の勤務実態や働き方改革の目的・取組等を具体的に示しながら、保護者や地域の理解促進を図ります。
	〈拡充〉

	(２)教育DXの推進
	取組の 方向性

	事務作業の効率化や情報共有の迅速化により、教職員の負担軽減と教育の質の向上を図る教育DXを推進します。
	〈新規〉
	〈新規〉
	- ９ -

	⑥生成AIの効果的な活用
	〈拡充〉
	〈新規〉
	〈新規〉
	〈拡充〉
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	(４)チーム学校の実現に向けた体制整備
	支援スタッフや専門人材と教職員が協働し、それぞれの専門性を生かすことで、効果的な支援や教育の質の向上、負担軽減を図る体制を整備します。
	〈拡充〉
	〈拡充〉
	〈拡充〉
	〈新規〉
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	(５)負担軽減・業務の効率化の推進
	教職員の負担軽減の観点から、業務の見直しや効率化をより一層推進します。
	〈拡充〉
	〈拡充〉
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	(６)学校施設等に係る管理の負担軽減

	学校施設やICT機器に係る管理等の負担を軽減するため、業務のスマート化や委託化を推進します。
	③ICT機器等の保守・管理委託化
	〈新規〉
	〈新規〉
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	(７)柔軟な教育課程の編成や指導体制の充実
	学びの質の向上や生徒指導の組織化、きめ細かな指導の実施に向けて、柔軟な教育課程の編成や指導体制の充実に取り組みます。
	〈新規〉
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	Ⅱ　教職員の心身の健康保持増進
	(１)安全衛生管理の徹底
	〈拡充〉
	〈拡充〉
	〈拡充〉

	(２)柔軟な働き方と休暇取得の促進
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	〈拡充〉

	(３)相談体制の充実
	自覚症状のない病気やメンタル不調の未然防止・早期発見、重症化リスクの低減に向けて、相談体制の充実を図ります。
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	Ⅲ　多様な人材・主体との連携・協働
	(１)多様な人材・主体との連携・協働
	〈拡充〉
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	(２)部活動の地域展開の推進
	生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動の実現や持続可能な活動環境の構築と教員の部活動指導の負担軽減に向けて、部活動の地域展開を推進します。
	〈新規〉
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	【参考】取組一覧
	Ⅰ教職員が働きがいと働きやすさを感じる学校づくり
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